 評価規準「十分満足できると判断できる」状況の作成例…◎ 
ここでは，評価規準のうち「十分満足できると判断できる」記述について，「３年４章　関数」を例と

して示します。

４章　関数（14時間）

　章の目標：事象の中からx とy の関係がy ＝ ax2で表される関数に着目し，式やグラフの形，値の変

化のようすなどを調べることを通してその特徴を理解するとともに，事象の中からいろい

ろな関数を見いだし，関数を利用して問題を解決することができる。

　章の観点別評価規準例

	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	さまざまな事象を関数y ＝ ax2などでとらえたり，表，式，グラフなどで表したりするなど，数学的に考え表現することに関心をもち，意欲的に数学を問題の解決に活用して考えたり判断したりしようとしている。
	関数y ＝ ax2などについての基礎的・基本的な知識及び技能を活用しながら，事象に潜む関係や法則を見いだしたり，数学的な推論の方法を用いて論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりするなど，数学的な見方や考え方を身につけている。
	関数y ＝ ax2の関係などを，表，式，グラフを用いて的確に表したり，数学的に処理したりするなど，技能を身につけている。
	事象の中には関数y ＝ ax2などとしてとらえられるものがあることや関数y ＝ ax2の表，式，グラフの関連などを理解し，知識を身につけている。


１節　関数y ＝ax2（10時間）

	項
	項の目標
	用語・記号
	　　観点別評価規準例　　○は「おおむね満足できると判断できる」状況（Ｂ規準例），◎は「十分満足できると判断できる」状況（Ａ規準例）

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　関数
	○具体的な事象の中から２つの数量を見いだし，いろいろな関数の関係について，調べることができる。
	
	○いろいろな事象と関数に関心をもち，比例でも１次関数でもない関数があることを見いだそうとしている。

◎いろいろな事象と関数に関心をもち，比例でも１次関数でもない関数があることを表，式，グラフを用いて見いだそうとしている。
	○具体的な事象の中にある２つの数量の関係を，変化や対応のようすに着目して，関数であるかどうかや，比例，反比例，１次関数であるかどうかを調べることができる。

◎具体的な事象の中にある２つの数量の関係を，変化や対応のようす，また，表，式，グラフに着目して，関数であるかどうかや， 比例，反比例，１次関数であるかどうかを調べることができる。
	○具体的な事象の中にある２つの数量の関係を，表，式，グラフなどに表すことができる。

◎具体的な事象の中にある２つの数量の関係を，表，式，グラフなどに能率的かつ正確に表すことができる。
	○比例でも反比例でも１次関数でもない関数があることを理解している。

◎比例でも反比例でも１次関数でもない関数があることを，変化や対応のようす，また，表，式，グラフに関連づけて理解している。

	２　関数y＝ax2
	○事象の中から，x とy の関係が比例でも１次関数でもない関数y ＝ ax2で表されるものを見いだす。
	
	○事象の中から，x とy の関係がy ＝ ax2で表されるものに関心をもち，その特徴を調べようとしている。

◎事象の中から，x とy の関係がy ＝ ax2で表されるものに関心をもち，変化や対応，また，表，式に着目して，その特徴を調べようとしている。
	○ x とy の関係を変化と対応の見方で調べることができる。

◎ x とy の関係を変化や対応，また，表，式に着目して，調べることができる。
	○ y ＝ ax2で表される関数関係を，表や式で表すことができる。

◎ y ＝ ax2で表される関数関係を，表や式で表すことができるとともに，変域を求めることができる。
	○関数y ＝ ax2の意味を知る。

◎関数y ＝ ax2の意味を知るとともに，y はx の２乗に比例することを理解している。


	３　関数y ＝x2のグラフ
	○関数y ＝ x2のグラフをかき，その特徴を理解する。
	
	○関数y ＝ x2のグラフに関心をもち，その特徴を調べようとしている。

◎関数y ＝ x2のグラフに関心をもち，その特徴を図形の対称性から調べようとしている。
	○関数y ＝ x2のグラフの特徴を，表，グラフで表すことによってとらえることができる。

◎関数y ＝ x2のグラフの特徴を，x の値を細かくとって表，グラフで表すことによってとらえることができる。
	○関数y ＝ x2のグラフをかくことができる。

◎関数y ＝ x2のグラフをx の値を細かくとってかくことができる。
	○関数y ＝ x2のグラフの特徴を理解している。

◎関数y ＝ x2のグラフの特徴を，図形の対称性に関連づけながら理解している。

	４　関数y＝ax2のグラフ（1）
	○関数y ＝ ax2のグラフの特徴を，a ＞0のときのa の値に着目して調べる。
	
	○関数y ＝ ax2のグラフに関心をもち，a ＞0のときのa の値に着目して特徴を調べようとしている。

◎関数y ＝ ax2のグラフに関心をもち，a ＞0のときのaの値に着目して，y ＝ ax のグラフに関連づけながら特徴を調べようとしている。
	○ y ＝ ax2のグラフについて，a ＞0のときのa の値をいろいろと変えてグラフをかき，その特徴を調べることができる。

◎ y ＝ ax2のグラフについて，a ＞0のときのa の値をいろいろと変えてグラフをかき，同じx の値のときy の値の大小関係を比較しながら，その特徴を調べることができる。
	○関数y＝ax2（a＞0）のグラフをかくことができる。

◎関数y＝ax2（a＞0）のグラフを能率的かつ正確にかくことができる。
	○ y ＝ ax2のa ＞0のときのa の値とグラフの関係を理解している。

◎ y ＝ ax2のa ＞0のときのa の値とグラフの関係を，同じx の値のときy の値の大小関係と関連づけながら理解している。

	５　関数y＝ax2のグラフ（2）
	○関数y ＝ ax2のグラフは，a の符号によってどのような違いがあるかを調べ，関数y ＝ ax2のグラフの特徴をまとめる。
	放物線，軸，頂点
	○関数y ＝ ax2のグラフに関心をもち，a の符号の違いに着目して特徴を調べようとしている。

◎関数y ＝ ax2のグラフに関心をもち，a の符号の違いに着目して，図形の対称性から特徴を調べようとしている。
	○ y ＝ ax2のグラフについて，a の符号によってどんな違いがあるか，グラフをかいて調べることができる。

◎ y ＝ ax2のグラフについて，a の符号によってどんな違いがあるか，絶対値に着目してグラフをかいて調べることができる。
	○関数y＝ax2（a＜0）のグラフをかくことができる。

◎関数y＝ax2（a＜0）のグラフを能率的かつ正確にかくことができる。
	○ y ＝ ax2のグラフの特徴を理解している。

◎ y ＝ ax2のグラフの特徴を，軸と頂点の用語と関連づけながら理解している。

	６　関数y＝ax2のグラフと値の変化
	○ y ＝ ax2の値の変化のようすを，グラフの観察を通して調べる。また，１次関数y ＝ax＋b の場合と比較してまとめる。
	
	○関数y ＝ ax2の値の変化に関心をもち，グラフを用いて考えようとしている。

◎関数y ＝ ax2の値の変化に関心をもち，x ＜０の場合とx＞０の場合に分けてグラフを用いたり，１次関数と比較したりして考えようとしている。
	○関数y ＝ ax2の値の変化のようすを，１次関数と比較して考察することができる。

◎関数y ＝ ax2の値の変化のようすを，１次関数と比較して，a ＞０の場合とa ＜０の場合に分けて考察することができる。
	○グラフの特徴にあてはまる関数の式を選ぶことができる。

◎グラフの特徴と値の変化にあてはまる関数の式を選ぶことができる。
	○関数y ＝ ax2の値の変化や対応の特徴を理解している。

◎関数y ＝ ax2の値の変化や対応の特徴を，１次関数と関連づけながら理解している。

	７　関数y＝ax2の変化の割合
	○関数y ＝ ax2では，変化の割合は一定でないこと，および変化の割合は，グラフ上の２点を通る直線の傾きを表すことを理解する。
	
	○関数y ＝ ax2の特徴に関心をもち，その値の変化の割合に着目して調べようとしている。

◎関数y ＝ ax2の特徴に関心をもち，その値の変化の割合に着目して表，式，グラフを用いて調べようとしている。
	○変化の割合を調べることによって，１次関数と関数y＝ ax2の違いを考察することができる。

◎関数y ＝ ax2の異なるa の値についての変化の割合を調べることによって，１次関数と関数y ＝ ax2の違いを考察することができる。
	○変化の割合を求めることができる。

◎表やグラフにx の増加量とyの増加量を表すことができるとともに，変化の割合を求めることができる。
	○関数y ＝ ax2では，その値の変化の割合は一定でないことを理解している。

◎関数y ＝ ax2では，その値の変化の割合は一定でないことを，グラフと関連づけながら理解している。

○関数y ＝ ax2における変化の割合は，グラフ上の２点を通る直線の傾きを表すことを理解している。

◎関数y ＝ ax2における変化の割合は，グラフ上の２点を通る直線の傾きを表すことを，グラフと関連づけながら理解している。

	８　変化の割合の意味
	○関数y ＝ ax2で，ある区間の変化の割合はその区間の平均の速さを表していることを理解する。
	
	○関数y ＝ ax2の値の変化の割合に関心をもち，どんな意味をもつかを具体的な場面で調べようとしている。

◎関数y ＝ ax2の値の変化の割合に関心をもち，どんな意味をもつかを具体的な場面で表，式，グラフを用いて調べようとしている。
	○表，式，グラフを用いて調べ，関数y ＝ ax2の値の変化の割合の意味を見いだすことができる。

◎表，式，グラフを用いて調べ，関数y ＝ ax2の値の変化の割合の意味やx の変域の違いによる変化の割合の違いを見いだすことができる。
	○平均の速さを求めることができる。

◎平均の速さを，能率的かつ正確に求めることができる。
	○具体的な場面での関数y ＝ ax2の値の変化の割合の意味を理解している。

◎具体的な場面での関数y ＝ ax2の値の変化の割合の意味を，グラフと関連づけながら理解している。

	９　関数y＝ax2の式と対応・変域
	○ x とy の関係が関数y ＝ ax2であるとわかっているとき，その関係を表す式を求める方法を知る。

○関数y ＝ ax2のグラフを観察して，対応や変域について調べる。
	
	○関数y ＝ ax2に関心をもち，その関係を式に表したり，対応や変域について調べようとしている。

◎関数y ＝ ax2に関心をもち，その関係を式に表したり，対応や変域について１次関数と対比して調べようとしている。
	○ x とy の対応を調べることによって，１次関数と関数y ＝ ax2の違いを考察することができる。

◎ x とy の対応を調べることによって，１次関数と関数y ＝ ax2の違いをグラフと関連づけながら考察することができる。
	○ x とy の関係がy ＝ ax2であることがわかっていたり，y ＝ ax2のグラフが示されたりするとき，x とy の関係を表す式を求めることができる。

◎ x とy の関係がy ＝ ax2であることがわかっていたり，y ＝ ax2のグラフが示されたりするとき，x とy の関係を表す式を，能率的かつ正確に求めることができる。

○関数y ＝ ax2について，x とyの対応の仕方をつかみ，変域を求めることができる。

◎関数y ＝ax2について，x とyの対応の仕方をつかみ，能率的かつ正確に変域を求めることができる。
	○ x とy の関係がy ＝ ax2であることがわかっていたり，y ＝ ax2のグラフが示されたりするとき，xとy の関係を表す式を求める手順を理解している。

◎ x とy の関係がy ＝ ax2であることがわかっていたり，y ＝ ax2のグラフが示されたりするとき，xとy の関係を表す式を求める手順を，比例，反比例，１次関数と関連づけながら理解している。
○１次関数と関数y ＝ ax2の対応の仕方の違いを理解している。

◎１次関数と関数y ＝ ax2の対応の仕方の違いを，グラフと関連づけながら理解している

	○練習


２節　いろいろな関数（1時間）

	項
	項の目標
	用語・記号
	　　観点別評価規準例　　○は「おおむね満足できると判断できる」状況（Ｂ規準例），◎は「十分満足できると判断できる」状況（Ａ規準例）

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　いろいろな関数
	○これまで学んできた比例，反比例，１次関数，関数y ＝ ax2以外にもいろいろな関数があることを知り，これらの変化や対応の特徴を調べ，問題を解決することができる。
	
	○これまで学んできた関数とは異なるいろいろな関数に関心をもち，表やグラフなどで表したり，その特徴を考えたりしようとしている。

◎これまで学んできた関数とは異なるいろいろな関数に関心をもち，表やグラフなどで表したり，その特徴を１次関数や関数y ＝ ax2と対比しながら考えたりしようとしている。
	○いろいろな関数の関係を，これまで学んできた関数と比較し，その特徴を考えることができる。

◎いろいろな関数の関係を，これまで学んできた関数と比較し，その特徴を表やグラフと関連づけながら考えることができる。
	○いろいろな関数の表をつくったり，グラフをかいたりすることができる。

◎いろいろな関数の表をつくったり，グラフをかいたりすることが，能率的かつ正確にできる。
	○比例，反比例，１次関数，関数
y ＝ ax2以外にも，いろいろな関数があることを理解している。

◎比例，反比例，１次関数，関数
y ＝ ax2以外にも，いろいろな関数があることや，類似点と相違点を理解している。


３節　関数y ＝ ax2 の利用（2時間）

	項
	項の目標
	用語・記号
	　　観点別評価規準例　　○は「おおむね満足できると判断できる」状況（Ｂ規準例），◎は「十分満足できると判断できる」状況（Ａ規準例）

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　身近に現れる関数
y ＝ ax2
	○身のまわりに起こる事象から関数y ＝ ax2を見いだして解決することができる。
	
	○ 身のまわりの事象を関数
y ＝ ax2などを用いてとらえ説明することに関心をもち，問題の解決に生かそうとしている。

◎ 身のまわりの事象を関数
y ＝ ax2などを用いてとらえ説明することに関心をもち，表，式，グラフを活用して問題の解決に生かそうとしている。
	○事象の中から関数関係を見いだして，問題を考察することができる。

◎事象の中から関数関係を見いだして，表，式，グラフを活用して問題を考察することができる。
	○事象のようすから２つの数量の関係を表，式，グラフに表すことができる。

◎事象のようすから２つの数量の関係を表，式，グラフに能率的かつ正確に表すことができる。
	○ 具体的な事象の中には， 関数
y ＝ ax2とみなすことで，変化や対応のようすについて調べることができることを理解している。

◎ 具体的な事象の中には， 関数
y ＝ ax2とみなすことで，変化や対応のようすについて調べたり，予測したりできるものがあることを理解している。

	２　図形のなかに現れる関数
	○図形を移動させるときに現れる関数を見いだして，問題を解決することができる。
	
	○ 図形の問題を関数y ＝ ax2などを用いてとらえ説明することに関心をもち，問題の解決に生かそうとしている。

◎ 図形の問題を関数y ＝ ax2などを用いてとらえ説明することに関心をもち，表，式，グラフを活用して問題の解決に生かそうとしている。
	○表，式，グラフで表すことによって，変化や対応のようすを調べ，問題を考察することができる。

◎ x やy の変域を的確にとらえながら，表，式，グラフで表すことによって，変化や対応のようすを調べ，問題を考察することができる。
	○事象のようすから２つの数量の関係を表，式，グラフに表すことができる。

◎事象のようすからx やy の変域を的確にとらえながら，２つの数量の関係を表，式，グラフに能率的かつ正確に表すことができる。
	○図形の中に，関数y ＝ ax2などを利用して解決できるものがあることを理解している。

◎図形の中に，関数y ＝ ax2などを利用して，x やy の変域を的確にとらえると解決できるものがあることを理解している。
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